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家族のぬくもり 『人 を 活 か すに は 』

現在40歳前後の「団 塊の世代」の人々が70歳前後に

なった時、老齢人口 の比率がピ ークを迎え ると予測さ

れています。

三隅町 も高齢者の方 への対策は色々となされている

ようですが、現在の子 供達が高齢者に対 して の意識を

もっと深めて欲しいと思 います。養護老人施設等の訪

問で高齢者とかか わることから、老人へ の刺激 にもな

り、子供達へも思いや りや優 しさが養われ、又人生経

験も豊富 な人から話を 聞くことで 学びとること も多 い

のではないかと考え ます。

子供達の高齢者 に対 して の意識 は、まずは家 族の一

人ひとりを 大切にするこ とか ら始 まると思いま す。子

供にとって最も居心地 のいい所は家族 です。家族 のぬ

くもりがあ ってこそ子供は外で嫌 な事があって も癒さ

れるもので す。家族の ぬくもりは 、他にたとえよ うも

ない人 間愛 と思います。

私も共 稼ぎ の家庭です。夫や子供、両親の協力 があ
るか らこ そ仕事 もできます。

町づ くりは、温かい人づ くりか ら始まり、基本はや
はり家族や親子のつながりと思い ます。

この町に居を構えて 、13年目 の新春を 迎えました。

初夢に 見た 私の町づ くりを 大担にも一 筆。

最大の基本は人” です。人口増加に、町外の人も

こ の町に住ま わせよ う。 ２ＤＫといわ ず最 低で も ３Ｌ

ＤＫ位の町営住宅を 多数造り 、格安 の家賃 で町内外 に
広 く開放します。三隅町 に行けば 住む家 は何とで もな

ると。

次には人材育成です。 リーダーシップが とれる人材

を 多数育成することです。 そのためには研 修制度を つ

くり、最低一年以上各課より一人づつ大企業 に出向 か

させ勉 強させます。（実地体験）製造業・販売 業・サ ー

ビ ス業 にで す。 こうすることによって「 日 本の社会は

どのように生きているんだ」ということを 、身を もっ
て経験すれば、帰ってからの行政 及び町作り に、もの

すご く役立 つと思います。

三 番目として 、各自治会に広場を作ろう。 それも中

心 にです。 300坪 以 上位のを。 子供 の遊び場・ 井戸 端

会議・ ゲートボ ールの場と。 コミュニケ ーショ ンの場

所は身 近にあ ってこそ、その第一歩が始ま るのです。
隣 近所から自治会へ、そして町全体にと広げて いくの

で す。以上私の初夢でし た。
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